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１１

町
長
コ
ラ
ム

つ
な
が
る

　台
風
１９
号
な
ど
の
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
、
お
悔
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
町
で
は
要
請
を
受
け
、
被
災
者
の

心
と
体
の
ケ
ア
支
援
の
た
め
、
当
町
の
保
健
師
を

宮
城
県
丸
森
町
に
派
遣
し
ま
し
た
。
今
後
も
被
災

者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　舟
中
２
年
生
が
修
学
旅
行
を
利
用
し
、
東
京
港

区
麻
布
総
合
支
所
で
町
の
Ｐ
Ｒ
と
町
の
特
産
品
を

販
売
し
ま
し
た
。
元
気
な
掛
け
声
に
あ
っ
と
言
う

間
に
売
り
切
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
物
怖
じ

し
な
い
様
子
に
感
動
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
元
気

な
声
に
、
近
く
で
働
い
て
い
る
舟
中
Ｏ
Ｂ
の
長
沢

さ
ん
や
大
石
田
町
出
身
の
方
も
顔
を
出
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　ま
た
、
町
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
約
２
０
０
名
と
、
東
京
で
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
遠
く
は
大
阪
府
、
愛
知
県
か
ら
も
来

て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
し
た

方
か
ら
は
、「
交
流
会
は
他
の
自
治
体
に
は
無
い

こ
と
で
た
い
へ
ん
良
か
っ
た
。
」「
つ
や
姫
、
雪
若

丸
、
は
え
ぬ
き
、
鮎
、
鯉
、
牛
肉
、
芋
煮
な
ど
を

試
食
し
た
り
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
や
箸
作
り
な
ど
を

体
験
し
て
、
舟
形
町
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
舟
形
町
に
ふ
る
さ
と
納
税
し
ま

す
。
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
舟
形
町
と
つ
な
が
る
、
舟
形
ふ
る
さ
と
応
援

団
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　コ
ラ
ム
は
２
月
号
ま
で
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

森

　富
広

・家族新聞コンクール　・第71回最上学童展
・みどり豊かな森林環境づくり推進事業報告
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　11月中旬、舟形町にも紅葉の
季節がやってきました。町にはき
れいに色づいた山々が多くありま
す。自然豊かな舟形のきれいな秋
を収めました。

ふなぴく ～ふながたの気になった話題、写真などをピックアップ～
・・ ・　・

…… ふなぴく
…… 舟形町で未来を歩む  ～移住希望者に選ばれる町に～
…… シリーズ　さぁ 次の10年へ  ～第７次舟形町総合発展計画～
…… 舟形町ふるさと納税交流会
…… 芸術の秋  ～芸能フェスティバル・総合文化展～
…… 令和２年度舟形ほほえみ保育園園児募集
…… 令和元年度自治功労表彰式
…… ようこそ！地域整備課へ
…… まちのわだい
…… ふれあい広場

…… 青いシグナル、ぽっぽ舎通信
…… 食べる力は生きる力、カメラアングル、戸籍の窓
…… シリーズ私たちの町内会

　１０
月
３０
・
３１
日
、
第
５
回
自
治
体
間
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
舟
形
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
と
交
流
を
図
っ

て
い
る
自
治
体
が
一
堂
に
集
ま
り
、
自
治
体

間
の
連
携
や
、
大
学
と
の
連
携
を
模
索
し
て

い
く
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　当
日
は
、
舟
形
町
を
は
じ
め
東
京
都
世
田

谷
区
、
北
海
道
厚
真
町
、
同
中
川
町
、
新
潟

県
十
日
町
市
、
群
馬
県
川
場
村
、
神
奈
川
県

川
崎
市
、
長
野
県
豊
丘
村
、
沖
縄
県
宮
古
島

市
の
９
区
市
町
村
の
首
長
等
、
お
よ
び
駒
沢

大
学
が
参
加
。
１
日
目
は
、
災
害
や
復
旧
の

状
況
に
つ
い
て
、
森
町
長
よ
り
昨
年
８
月
に

２
度
の
被
害
に
あ
っ
た
豪
雨
災
害
と
、
復
旧

状
況
の
事
例
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
参
加
自
治
体
か
ら
も
同
じ
く
事
例
報

告
が
行
わ
れ
、
災
害
の
状
況
や
規
模
、
地
理

的
な
環
境
等
に
よ
る
課
題
や
、
日
頃
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
つ
な
が
り
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　２
日
目
は
、
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に

お
け
る
地
域
活
性
化
の
事
例
発
表
と
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
沢
集

学
校
を
訪
れ
、
全
国
的
に
増
え
て
い
る
廃
校

の
利
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
研

修
し
、
２
日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

自治体間連携フォーラム
～ 連携と災害を考える ～

は
し

お
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　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
セ
ン
タ
ー※

内
に
あ
る
山
形
県
へ
の
移
住
交
流
を
促
す

拠
点
で
す
。
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
２
名

が
常
駐
し
、
首
都
圏
か
ら
山
形
県
へ
の
移

住
の
Ｐ
Ｒ
や
移
住
相
談
へ
の
対
応
な
ど
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

※

平
成
１４
年
１１
月
、
全
国
の
消
費
者
団
体
、

労
働
組
合
、
農
林
漁
業
団
体
、
経
営
団
体
、

民
間
団
体
や
有
志
な
ど
が
一
堂
に
集
い
、

設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。

　舟
形
町
に
限
ら
ず
、
全
国
的
に
首
都
圏
へ
の
人
口
流
出
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
近
年
首
都
圏
に
住
む
若
い
世
代
で
地
方
へ
の
移
住
に
関
心
を

持
つ
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　今
回
の
テ
ー
マ
は
移
住
。
移
住
相
談
の
実
態
や
町
で
の
移
住
支
援
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

　
　
　  

情
報
セ
ン
タ
ー
と
は

　町
で
は
、
ふ
る
さ
と
回
帰
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
移
住
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
、
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
町
へ

の
移
住
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

「
移
住
セ
ミ
ナ
ー
」
に

　
　
　
　 

参
加
し
て
い
ま
す

　山
形
で
の
暮
ら
し
や
情
報
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
フ
ェ
ア
で
す
。
入
場
無
料
で
す
の

で
、
首
都
圏
の
知
人
や
友
人
で
移
住
を
考

え
て
い
る
方
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

山
形
県

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
開
催

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
係

　
☎（
３２
）０
１
０
４

　や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
情
報
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
山
形
県
へ
の
移
住

相
談
件
数
が
、
平
成
２９
年
の
６
１
１
件

か
ら
平
成
３０
年
に
は
８
８
９
件
と
４
割

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
２０
〜
４０
代
の
若

い
夫
婦
や
単
身
者
の
相
談
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

　ま
た
、
相
談
者
か
ら
は
、「
仕
事
」
と

「
住
ま
い
」
に
関
す
る
相
談
が
特
に
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ

等
に
対
応
す
る
た
め
、
町
で
は
移
住
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

移
住
相
談
が
増
え
て
い
る

舟
形
町
で
未
来
を
歩
む

移
住
相
談
者
の
年
代

　〈
２０
〜
４０
代
が
６
割
〉

舟形町で未来を歩む

移
住
相
談
者
の
相
談
内
容

〈「
仕
事
」と「
住
ま
い
」が
上
位
〉

20代
22%

仕事
26%

住まい
16%

支援策
13%

その他
35%

30代
25%40代

13%

50代
16%

60代 7%

不明
16%

70代以上
1%

移住体験
4%

セミナー等
6%

ＵＩターン求人情報を募集

移住支援金
最大100万円
を移住者に支給

東京圏から
舟形町へ

移住

～｢マッチングサイト｣に求人を登録して　　　
　　　　　　　　　　　  移住希望者を応援～　

移住･就業者の動き

◆マッチングサイトとは
　移住支援金の支給対象求人を掲載するため、県

が設置するサイトです。

　東京圏から移住し、このサイトに掲載された、

中小企業等の求人に応募・就業した方に対して、

最大１００万円の移住支援金を支給します。

◆掲載できる求人
　次の要件を満たす必要があります。

　・山形県外からのＵＩターン求人を積極的に行

　　う中小企業であること

　・雇用保険の適用事業主であること

　・風俗営業者でないこと

　・暴力団等と関係がない法人であること

　・週２０時間以上の無期雇用の求人であること

◆申請方法
　（公財）山形県企業振興公社　

　経営支援部にメールで申請

▼問い合わせ／
　舟形町まちづくり課企画調整係　☎（32）0104

｢空き家｣を有効活用しませんか

舟形町の移住支援

空き家バンクのしくみ
所
有
者
な
ど

空
き
家
を
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
人

～｢空き家バンク｣で移住希望者を支援～

◆空き家バンクとは
　町内の空き家の有効活用と定住促進を目的とし
て、インターネットを通じて、広く空き家等の情
報を公開する事業です。

◆利用できる方
・貸したい、売りたいと考える空き家の所有者の方

・借りたい、買いたいと考える方

町のホームページに掲載して情報を
紹介しています。

▼問い合わせ／
　舟形町地域整備課農村整備係　☎（32）0915

マッチングサイト
の掲載求人に

応募･就職

利
用
希
望
者

空
き
家
を
借
り
た
い
・
買
い
た
い
人

舟
形
町
空
き
家
バ
ン
ク

①登録申込み

②現地調査

③登録完了

④情報提供

⑤利用申込み

〜
移
住
希
望
者
に
選
ば
れ
る
町
に
〜

舟形町若者向け 定住･移住住宅
▼構　造／木造メゾネットタイプ５戸
▼使用料／月額４０,０００円（角部屋は３,０００円加算）
▼申込み受付／１２月～
▼入居者資格／・本町に転入する前に町外に２年
　以上居住し、本町に転入する見込みであること
　・入居申込者及び同居しようとする者が、申込
　時において満４５歳未満であること
　・そのほかにも要件がありますので、詳しくは
　問い合わせください。
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シリーズ

みんなで創る 舟形のみらい
～第７次舟形町総合 発展計画～

第3回

短期アクションプラン（素案）を議論しています
　～総合発展計画策定経過～

町民のみなさん

行 政

〇舟形町総合発展計画策定会議
　　舟形町総合発展計画策定委員会
　　舟形町まちづくり審議会
〇町内会びじょん・地域づくりアンケート
　パブリックコメント  など

だれにでも分かりやすく
　 ～第７次舟形町総合発展計画の構成～

さぁ 次の１０年へ

舟形町総合発展計画は、まちづくりの基本方針を示したものです。
来年度からの新しい計画を作るために、現在行なっていることをお知らせします。

第７次総合発展計画
 ～施策の大綱６本の柱とそれを支える１つの基盤～

いつまでも
元気で笑顔が
溢れる

議 会

短期アクションプラン
（概ね５年に変更）

長期構想
（概ね10年に変更）

人口ビジョン
盛り込む

総合戦略
兼ねる

将来像

施策の大綱

基本目標

（　　　　　　　　）

　町内の方々からなる舟形町総合発展計画
策定会議（委員長 阿部太悦さん）の開催を
中心に検討しています。短期アクションプ
ランの素案を議論している段階です。
【主な経過】
  6月  3日　６月定例会全員協議会
  6月26日　第１回策定会議
  8月27日　第２回策定会議【全体会･専門部会】
  9月  4日　９月定例会全員協議会
10月21日　第３回策定会議【専門部会】
11月20日　第４回策定会議
　その他、地区WS、町内会長会議等
　 ※詳しくは町ホームページをご覧ください。

森　 心愛さん
　　（富田第２）

今年
10歳

今年
10歳

　東京への一極集中是正と少子高齢
化による人口減少に歯止めをかける
ため、舟形町人口ビジョン・総合戦
略を策定しています。
　今年度は、次期総合戦略を策定す
る年でもあるため、短期アクション
プランと兼ねて作成します。それに
より、計画期間を総合戦略と同じ概
ね５年間とします。

　東京への一極集中是正と少子高齢
化による人口減少に歯止めをかける
ため、舟形町人口ビジョン・総合戦
略を策定しています。
　今年度は、次期総合戦略を策定す
る年でもあるため、短期アクション
プランと兼ねて作成します。それに
より、計画期間を総合戦略と同じ概
ね５年間とします。

６本の柱とそれを支える１つの基盤

◇生涯を通じた
　健康づくりの推進
　・保健・医療の充実
　・健康寿命の延伸
◇高齢者・障がい者が
　　　　輝く共生社会
　・高齢者が安心して暮らせる
　　まちづくり
　・障がい者がいきいき暮らせ
　　るまちづくり

福祉健康

町の「宝」を
守り育てる
まち

◇安心して子どもを産み
　　 育てられる環境づくり
　・出会い・結婚・出産・子育て
　　への支援充実
　・保育機能の充実
◇ともに生きる力を育成する
　　 教育の推進
　・学校・家庭・地域・行政に
　　よる町ぐるみ教育の充実
◇生涯学習の推進と
　　 文化スポーツの振興
　・生涯学習の推進
　・芸術文化の振興と文化財の活用
　・スポーツの振興

教育文化

くらし・生命を
守るまち

◇国土強靭化と
　　 地域の安全の確保
　・防災・危機管理の充実
　・防犯・交通安全対策
　・雪に強いまちづくりの推進

防災安全

快適な
くらしを
叶えるまち

◇生活を支える社会資本の
　　 整備・機能強化
　・道路・河川・水道・下水道・
　　交通の整備
◇安心して暮らせる
　　 住環境等の整備
　・ＵＪＩターンの促進
　・住環境の整備
　・持続可能な環境づくり

生活環境

地域の魅力・
活力を生み
出すまち

◇地域の強みを生かした
　　　 農林水産業の振興
　・儲かる農業の推進
　・林業･内水面漁業の持続的推進
◇地域に根差した産業振興
　・商工業の持続的推進
　・交流・関係人口の拡大

産業経済

健全で
持続可能な
行財政運営

◇時代にあった行財政運営
　・財政の健全化
　・行政の効率化
◇情報力の強化
　・情報発信・広聴の強化

支える基盤

つながり、
支え合うまち

◇持続可能な地域づくり
　　 活動の推進
　・コミュニティ活動の推進
　・多様な担い手による活躍の
　　推進

地域づくり

津藤 哲仁さん
　　（舟形第３）

町内の団体等を対象に説明会を開催します。希望する団体は問い合わせください。
▼問い合わせ／舟形町まちづくり課 企画調整係　☎（３２）０１０４

もう

じん

あふ
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〜 

出
　演 

〜

○
堀
内
田
植
踊
り
保
存
会

　
　
　
　
（
代
表
　
伊
藤
誠
宏
）

○
幅
神
楽
保
存
会

　
　
　
　
（
代
表
　
伊
藤
準
悦
）

○
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会

　
　
　
　
（
代
表
　
森
　
富
広
）

○
山
形
岳
風
会
舟
形
支
部

　
　
　
　
（
代
表
　
大
場
一
善
）

○
吾
妻
栄
憲
会
（
民
謡
）

　
　
　
　
（
代
表
　
加
藤
憲
彦
）

○
津
軽
三
味
線
貢
正
流
正
満
会

　
　
　
　
（
代
表
　
曽
根
田
満
）

○
最
北
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　
　
　
　
（
代
表
　
鈴
木
佐
重
子
）

○
長
沢
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　
　
　
　
（
代
表
　
浅
沼
耕
一
）

○
踊
り
泉
会

　
　
　
　
（
代
表
　
阿
部
範
子
）

○
日
舞
愛
好
会

　
　
　
　
（
代
表
　
秦
　
恵
美
）

○
舟
形
町
千
川
会

　
　
　
　
（
代
表
　
叶
内
　
子
）

〜 

出
　展 

〜

（
手
芸
・
編
み
物
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

　
太
田
和
子
、
佐
藤
順
子
、
南
　
惠
子
、

　
酒
井
弘
子
、
伊
藤
秀
子
、
髙
橋
幸
子
、

　
大
場
正
江
、
長
者
原
若
葉
会
、

　
め
が
み
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
会

（
　
書
　
）

　村
上
翠
𠅘
、
沼
澤
　啓
、
木
島
真
紀
、

　渡
辺
千
代
恵

（
短
　
歌
）

　沼
澤
仲
子

（
絵
　
画
）
小
國
秀
男

（
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
）
沼
澤
　
正

（
銅
板
鍛
金
）
銅
板
鍛
金
愛
好
会

（
切
　
絵
）
片
岡
聖
信

（
そ
の
他
）

　
光
生
園
、
ほ
ほ
え
み
保
育
園
、

　
学
童
保
育
所
舟
形
小
学
校
、
舟
形
中
学
校
、

　
ふ
な
が
た
家
族
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
中
央
公
民
館
　
☎（
32
）２
２
４
６

　１１
月
３
日
、
中
央
公
民
館
で
令
和
元
年
度

舟
形
町
総
合
文
化
祭
「
第
３１
回
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
舟
形
町
芸
術
文
化
協
会
（
会
長

加
藤
憲
彦
さ
ん
）
と
町
教
育
委
員
会
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
歌
や
舞
踊
、
詩
吟
、

三
味
線
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
１１
団
体
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場

に
訪
れ
た
約
２
０
０
名
の
観
客
の
み
な
さ
ん

は
、
出
演
者
の
発
表
に
大
き
な
拍
手
や
歓
声

で
応
え
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第
３１
回
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　ま
た
、
１１
月
９
〜
１６
日
に
は
、
舟
形
町
総

合
文
化
展
が
中
央
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　手
芸
品
や
絵
画
、
書
な
ど
の
一
般
作
品
、

保
育
園
児
・
小
中
学
生
の
作
品
な
ど
８
６
４

点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。

総
合
文
化
展

芸
術
の
秋

〜
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
総
合
文
化
展
〜

　１１
月
１６
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

プ
ラ
ザ
新
宿
（
東
京
都
）
で
「
舟
形

町
ふ
る
さ
と
納
税
交
流
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
を
活
用
し

て
、
昨
年
８
月
に
舟
形
町
で
発
生
し

た
豪
雨
災
害
に
対
し
て
寄
付
い
た
だ

い
た
方
や
、
平
成
２７
年
度
以
降
に
複

数
回
寄
付
さ
れ
た
方
な
ど
を
対
象
に

案
内
し
、
申
込
み
さ
れ
た
約
２
０
０

名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
親
子

連
れ
や
夫
婦
で
の
参
加
な
ど
、
幅
広

い
年
齢
層
の
み
な
さ
ん
で
、
主
に
関

東
圏
の
方
が
中
心
で
し
た
。

　会
場
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
の
活
用
事
例
の
紹
介
を
は
じ
め
、

舟
形
町
の
観
光
や
昨
年
８
月
の
災
害

時
の
状
況
、
復
旧
状
況
、
縄
文
の
女

神
の
Ｐ
Ｒ
、
特
産
品
の
試
食
、
販
売
、

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
や
箸
作
り
の
体
験
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
会

で
、
舟
形
町
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
寄
付
者
と
の
つ
な
が

り
も
深
ま
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
商
工
支
援
係

　☎
（
３２
）
０
８
４
４

寄付者のみなさんとのつながりを深める

舟形町ふるさと納税交流会

参
加
し
た
寄
付
者
の
声

　
舟
形
町
の
特
産
品
の
料
理

も
と
て
も
お
い
し
く
、
町
の

み
な
さ
ん
も
熱
心
に
舟
形
町

を
紹
介
し
て
く
れ
て
と
て
も

よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
（
５０
代
　
女
性
）

　
い
つ
も
返
礼
品
の
舟
形
の

お
米
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
会
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
舟
形

町
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
応
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
５０
代
　
男
性
）

　
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
会
に

感
激
し
ま
し
た
。
移
住
に
も

興
味
が
湧
き
、
気
候
や
普
段

の
生
活
な
ど
の
情
報
も
知
り

た
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
４０
代
　
女
性
）

わ

は
し
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令
和
２
年
４
月
、
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園
に
新
た
に

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象 

／

　令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
舟
形
町
に
住
所
を
有
し
、

保
護
者
等
が
仕
事
や
病
気
の
た
め
、
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
生
後
６
ヵ
月
を
経
過
し
た
お
子
さ

ん
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、
保
育
を
必
要
と

す
る
方

▼
認
定
申
請 

／

　支
給
認
定
（
２
・
３
号
認
定
）
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
支
給
認
定
を
受
け
る
に
は
、
保
育
を
必
要
と

す
る
事
由
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※

未
満
児
（
０
〜
２
歳
児
）
に
つ
い
て
は
利
用
定
員
に

限
り
が
あ
り
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
選
考
審
査
し

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
期
間
・
方
法 

／

令
和
元
年
１２
月
２
日
（
月
）
〜
２０
日
（
金
）

舟
形
町
健
康
福
祉
課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
）

▼
申
請
書 
／

　舟
形
町
健
康
福
祉
課
福
祉
係
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
申
込
み
に
必
要
な
書
類
（
表
１
）
／

　①
保
育
所
等
利
用
申
込
書

　②
支
給
認
定
申
請
書

　③
保
育
の
必
要
性
を
証
明
す
る
書
類

　（
保
護
者
お
よ
び
同
居
す
る
家
族
全
員
分
）

＜舟形町のびのび子育て
　　 サポート給付金事業＞

　町では、子育て支援を町の重点課題の一つとして、子育て
中の家族を支援する事業を展開しています。

☆３～５歳児の給食費を無料にします
　３～５歳児の給食費について、国の制度では実費徴収とさ
れていますが、町では無償とします。

☆０～２歳児の多子計算を緩和します
　０～２歳児の保育料・給食費に係る第２子・第３子につい
て、国の制度では同時入所が要件とされていますが、町では、
１８歳までの兄弟姉妹がいれば、そこからカウントして助成
対象となります。

▼対　象／ほほえみ保育園等を利用している０～２歳児で、
　　　　　令和２年度で１８歳までの兄弟姉妹から数えて　
　　　　　２子目と３子目以降
▼助成額／２子目は納付した保育料の1／2の額、３子目以降
　　　　　は全額
▼支給の流れ／①当月分の保育料を納付（毎月25日振替）
　　　　　　　※25日が土日祝日等の場合､翌日となります。
　　　　　　　②納付確認（毎月10日まで確認）
　　　　　　　③翌月25日支給
　　　　　　　※25日が土日祝日の場合、前日に支給。
　　　　　　　詳しくは、問い合わせください。
▼保育料／通常保育料（月額）は次のとおりです。
　※（　）内は、母子父子家庭、在宅障がい児（者）世帯

・３歳児以上の保育料（施設利用費）は無償です。副食費に関しても、
　町独自の支援で無償となります。
・年収３６０万円未満相当の多子世帯・ひとり親世帯等の場合、保育施
　設等の利用の有無や年齢にかかわらず、生計を一にする兄弟等を保
　育料の多子軽減の算定対象としています。第２子については1／2、
　第３子以降は無料となります。ひとり親世帯の場合、第１子につい
　ては1／2、第２子以降は無料となります。
・２人同時入所の場合、下の子どもは1／2に軽減されます。
・３人同時入所の場合は３人目からは無料となります。

▼申込み･問い合わせ／
　舟形町健康福祉課福祉係　☎（32）0655

0円
0円

15,700円
（5,800円）
25,100円
（5,800円）

25,100円

33,400円

47,100円

51,100円

生活保護世帯等
町民税非課税世帯
町民税の均等割
額課税世帯
1円以上
　77,100円以下
77,101円以上
　97,000円以下
97,001円以上
  169,000円以下
169,001円以上
  301,000円以下
301,001円以上

保護者等の
市町村民税額等

区分 保育標
準時間

保育標
準時間

保育短
時間

保育短
時間

3歳未満児の場合 3歳以上児の場合

１
２

３

4-1

4-2

５

６

７

0円
0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円
0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円
0円

16,000円
（5,800円）
25,600円
（5,800円）

25,600円

34,000円

48,000円

52,000円

舟形ほほえみ保育園 園児募集
令和２年度
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▼
保
育
時
間 

／

　午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分
（
日
・

祝
祭
日
は
除
く
）
。
た
だ
し
、
保
護
者
の
就

労
時
間
（
標
準
時
間
・
短
時
間
）
に
合
わ
せ

て
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
開
所
時
間
の

中
で
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

▼
支
給
認
定
に
つ
い
て
（
表
２
）
／

　保
育
所
等
の
給
付
対
象
施
設
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

在職証明書または就労証明書
母子健康手帳（分娩予定日記載部分）の写し
診断書または障害者手帳等の写し
介護保険被保険者証等の写し
ハローワークの相談記録等の写し
在学証明書等

育児休暇の取得状況がわかるものの写し

保育の必要性を証明する書類保育の必要な事由

内　　容認定区分 利用時間区分

ア．就労
イ．妊娠・出産
ウ．病気・障がいのある方
エ．家族を介護・看護している方
オ．求職活動中の方
カ．学校に在学中の方
キ．育児休業中に既に保育所を利用し
　　ている方で継続利用が必要な方

（表１）申込みに必要な書類

（表２）支給認定について

満３歳以上で、「保育の必要
な事由」に該当し､保育所等
での保育を希望される場合 保育標準時間

保育短時間

２号認定

※災害復旧にあたっている、虐待等のおそれがある場合など、ほかの理由もありますのでご相談ください。

満３歳未満で、「保育の必要
な事由」に該当し､保育所等
での保育を希望される場合

３号認定

※ほかに１号認定がありますが、幼稚園、認定こども園（教
　育部分）の利用を希望する場合となり、町外施設利用を希
　望される場合となります。
◇「保育標準時間」… 保護者のいずれもが、フルタイム就労
　　　　　　　　　　を想定した利用時間（最長11時間）。
◇「保育短時間」…… 保護者のいずれも、または、いずれか
　　　　　　　　　　がパートタイム就労を想定した利用時
　　　　　　　　　　間（最長８時間）。
※「保育標準時間」「保育短時間」とも、保護者の就労状況で相談
　に応じます。
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地
域
整
備
課
は
、
町
道
、

河
川
、
除
雪
、
住
宅
、
上
下
水
道
、

農
村
整
備
、
災
害
復
旧
な
ど
の
社
会

資
本
の
整
備
と
維
持
管
理
を
担
当
す
る

課
で
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
課
員
一

同
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

●
定
住
促
進
住
宅
団
地
整
備
事
業

　
舟
形
町
へ
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
宅
地
を

造
成
し
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
民
間
賃
貸
共
同
住
宅
等
建
設
支
援
事
業

　
勤
労
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
共
同
住
宅
を
建

設
す
る
事
業
者
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
支
援

し
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

●
若
者
向
け
定
住
・
移
住
住
宅
整
備
事
業

　
町
外
の
若
者
の
定
住
・
移
住
を
目
的
と
し
て
、

住
宅
を
整
備
し
定
住
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
農
村
整
備
係
　
☎（
３２
）０
９
１
５

　「住んでいる人が誇れるまち、豊かな舟形」の実現に向けて、各課の紹介
とともに課で取り組んでいる事業や業務内容について紹介していきます。

ようこそ！ 地域整備課へ

地
域
整
備
課

定
住
・
移
住
促
進
事
業

●
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業

　
交
付
金
を
活
用
し
、
町
道
・
流
雪
溝
・
橋
梁

補
修
の
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
除
雪
対
策
事
業

　
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
等

の
除
雪
を
行
い
、
町
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
建
設
整
備
係
　
☎（
３２
）０
９
１
５

道
路
整
備
お
よ
び
除
雪
事
業

　
昨
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
、
町
道
、

河
川
、
農
地
・
農
業
用
施
設
、
林
道
の
完
全
復

旧
に
向
け
災
害
復
旧
工
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
災
害
復
旧
対
策
室
・
防
災
拠
点
整
備
室

　
☎（
３２
）０
９
１
５

災
害
復
旧
事
業

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
防
災
拠
点
施

設
お
よ
び
福
祉
避
難
所
を
整
備
し
、
災
害
対
応

の
強
化
と
、
特
別
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
方
々

の
避
難
場
所
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
災
害
復
旧
対
策
室
・
防
災
拠
点
整
備
室

　
☎（
３２
）０
９
１
５

都
市
防
災
施
設
整
備
事
業

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
！
　

▼
建
設
整
備
係
　

　町
道
新
設
改
良
、
町
道
維
持
管
理
、
生
活
道

路
整
備
、
流
雪
溝
整
備
、
除
雪
事
業
、
道
路
愛

護
、
河
川
事
業
、
砂
防
事
業
、
河
川
愛
護
、
法

定
外
公
共
物
管
理

▼
農
村
整
備
係
　

　農
業
農
村
整
備
計
画
、
ほ
場
整
備
、
土
地
改

良
事
業
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
支
援
、

農
道
管
理
、
林
道
管
理
、
町
営
住
宅
計
画
管
理
、

建
築
確
認
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
宅
地
造
成
、

空
き
家
利
活
用

▼
下
水
道
係
　

　農
業
集
落
排
水
施
設
維
持
管
理
、
公
共
下
水

道
施
設
維
持
管
理
、
合
併
浄
化
槽
整
備
事
業
、

汚
泥
コ
ン
ポ
ス
ト

▼
水
道
係

　水
道
施
設
計
画
及
び
維
持
管
理
、
給
水
装
置

工
事
、
水
道
企
業
会
計

▼
災
害
復
旧
対
策
室
・
防
災
拠
点
整
備
室

　災
害
復
旧
事
業
（
公
共
土
木
、
農
地
農
業
用

施
設
、
林
道
）、
福
祉
避
難
所
整
備
事
業
、
防

災
拠
点
施
設
整
備
事
業

地域整備課長　　伊藤　武美
災害復旧対策室・防災拠点整備室長　伊藤　秀樹

建設整備係
課長補佐　　伊藤　英一
主　　事　　佐藤　晴生
事務補助員　井上　美保

下水道係
係　　長　　齊藤　伸也

水道係
係　　長　　松本　正人

農村整備係
課長補佐　　八鍬　俊勝
係　　長　　沼澤　辰成
事務補助員　沓澤　順子

災害復旧対策室
　・防災拠点整備室
主　　任　　大山　邦博
主　　事　　高橋　　健

～地域整備課メンバー紹介～

地域整備課長

伊藤　武美（６０歳）

好きな言葉／誠心誠意　

〜
主
な
業
務
〜

自治功労表彰式自治功労表彰式令和元年度

　１１月１日、今年度の舟形町自治功労表彰式が中央公民館で行われました。これは、地方自治

の振興、産業・経済の発展、学術・文化振興などに貢献された個人や団体を対象に授与される、

町で最も名誉ある表彰です。

　今回は町内会長、納税組合長や人命救助のほか、寄付による功績のあった方など、幅広い分野

で活躍された１５名が、栄えある受賞となりました。

●
感
謝
状
の
部

加
藤

　憲
彦
（
堀
内
）

　町
議
会
議
員

　
　
　
　満
１２
年

佐
藤

　
　勇 

（
沖
の
原
）

　町
議
会
議
員

　
　
　
　満
８
年

叶
内

　範
夫
（
長
沢
第
１
）

　納
税
組
合
長

　
　
　
　満
１３
年

伊
藤

　健
一
（
野
）

　納
税
組
合
長

　
　
　
　満
１２
年

森

　
　
　晃 

（
富
田
第
１
）

　納
税
組
合
長

　
　
　
　満
１２
年

髙
山

　俊
幸
（
堀
内
）

　納
税
組
合
長

　
　
　
　満
１１
年

阿
部

　孝
行
（
西
堀
）

　納
税
組
合
長

　
　
　
　満
１０
年

尾
崎

　隆
悦
（
大
平
）

　衛
生
組
合
長

　
　
　
　満
１０
年

森

　
　光
幸
（
実
栗
屋
）

　統
計
調
査
員

　
　
　
　満
１０
年

●
表
彰
の
部

沼
澤

　清
一
（
舟
形
第
２
）

　町
内
会
長

　
　
　
　
　満
７
年

齊
藤

　一
春
（
松
橋
） 

　農
事
実
行
組
合
長

　
　満
１５
年

沼
沢

　弘
明
（
舟
形
第
１
） 

　納
税
組
合
長

　
　
　
　満
１５
年

東
海
林

　孝
平
（
洲
崎
） 

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　満
１５
年

関
口

　千
秋
（
神
奈
川
県
）

　寄
付
行
為

長
沼

　亮
介
（
富
田
第
２
）

　人
命
救
助

り
ょ
う
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自動車学校で交通安全を学ぶ

県内外から鮭調査釣りに第2回町内会長会議

日頃の応援に感謝修学旅行で舟形町をPR

地区を語る会

　１０月１５・１７日、かもしかクラブの交通安全
教室が新庄市内の自動車学校で行われ、舟形ほ
ほえみ保育園の年長児と年中児が参加しました。
　この日は自動車学校の方を講師に、車の危険
性やチャイルドシートの大切さなどを学んだほ
か、実際の車や自動車学校のコースを使った指
導もありました。子どもたちは公道と同じ環境
下での体験学習に興味津々になりながら、真剣
に学んでいました。

　１０月１９日から１１月１０日まで、小国川鮭有効利用調
査釣りが行われました。初日の１９日には安全祈願祭
が行われ､県内外から約２０名の釣り人が集まり、調査
釣りに参加しました。
　小国川漁業協同組合（組合長  髙橋光明さん）では、
小国川の最上川合流点から上流８００ｍ地点で川幅いっ
ぱいの “止め” を作り、「ウライ」と呼ばれる仕掛けで
鮭を捕獲。捕まえた鮭から採卵・受精させ、来年の春
に稚魚を放流する取り組みを行なっています。

　１０月２３日から２９日にかけて、旧小学校区ごとに
２回目の「地区を語る会」が行われました。４地区全
体で約１００名が参加。前回話し合われた、地域でで
きそうなことを絞り込み、具体的に誰ができそうかな
どの意見を出し合いました。
　今回の話し合いで出された意見は地区ごとにまとめ
られ、「地区びじょん」として完成させていきます。
みなさんの意見が盛り込まれた地区びじょんは、町第
７次総合発展計画にも反映されます。

　１０月２２日、スポーツ少年団野球「舟形ビッグ
サンダーズ」の児童３４名が、町内５ヵ所に分か
れてゴミ拾いを行いました。これは、日頃のスポ
ーツ少年団の活動に対する地域のみなさんの理解
や応援に、少しでもお返しをしたいとキャプテン
の６年生阿部唯星くんが中心となり行なったもの
です。
　小雨の降る中、約１時間の美化活動を行い、き
れいになった町に児童たちもうれしそうでした。

　１１月１日、第２回町内会長会議が中央公民館で行
われ、冬を前にしての町の雪対策や除雪計画の確認
と協力依頼などについての説明がありました。
　また、会議の後、山形県自主防災アドバイザーの
矢作俊郎氏（大蔵村）を講師に防災講習会も開催さ
れました。講習会では、自主防災組織の立ち上げの
重要性、災害時に家庭でできることのほか、「自らの
命は自らが守る」意識を持つことなど、災害に対す
る備えの大切さを再確認していました。

　１１月７日、舟形中学校の２年生４８名が、修学
旅行で東京都港区麻布地区総合支所を訪問。舟形
町の魅力をＰＲしてきました。これは、地域を学
び、地域の魅力を発見・発信することで、郷土愛
を育むことを目的としています。
　生徒たちは、職業体験学習「トライワーク」で
学んだ知識を生かして、町特産の米やねぎ、ラズ
ベリージャム、笹巻などを販売。来訪者とふれあ
いながら貴重な経験をしました。

わ だ い ①

わ だ い ③

わ だ い ②わ だ い ⑤

わ だ い ⑥

わ だ い ④

交通事故防止のため
カーブミラーの寄贈

13
11

▶全国共済農業協同組合連合会山形支部か
　ら､カーブミラー４基が寄贈されました。

除雪作業の安全を祈る
町道除雪安全祈願祭

13
11

▶十二河原河川公園で､除雪作業の安全
　と無事故を祈願しました。

めがみ学習発表会
舟形小学校

27
10

▶児童たちは劇や太鼓、合唱など、練習
　の成果を観客の前で披露しました。

舟友祭
舟形中学校

26
10

▶生徒たちの作品展示のほか､合唱や
　ダンス､バザーで盛り上がりました。

地域の予防消防のため
町総合防災訓練

26
10

▶長尾町内会や消防団のみなさんが、
　万一に備え地域の防災を確認しました。

ベストスコア目指して
舟形町長杯ゴルフ大会

20
10

▶秋晴れの下、84名がプレーを通し
　て交流を図りました。

ま
ち
の
わ
だ
い

舟
形
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
Ｏ
ｈ
！ 

Ｎ
ｅ
w  

Ｎ
ｅ
w  

Ｎ
ｅ
w 

s
」
は
新
鮮
な
情
報
が
満
載
。

▼
舟
形
町
Ｈ
Ｐ  http://w

w
w
.tow
n.funagata.yam

agata.jp/
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新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整係
☎（32）0104

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

12月の舟形若あゆ温泉の
休館日は11日㈬

12月の納期

タバコは町内で買いましょう。
9月のタバコ税は1,715,018円

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば

短

　歌

冬
ぞ
な
え
家
の
周
囲
や
庭
立
木
み
な
人
だ
の
み
に
て
終
は
し
け
る

い
ま
だ
お
え
ぬ
は
己
が
身
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

千
風
会
【
日
常
生
活
、
世
評
】

秋
ふ
か
し
鮭
を
肴
に
酒
を
く
む

親
子
の
絆
夕
べ
月
ほ
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

里
い
も
の
ち
さ
き
粒
々
ひ
げ
の
中

天
候
の
せ
い
か
な
れ
ど
う
れ
し
収
穫

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
木

　
　友
）

わ
が
家
を
ば
終
の
棲
家
と
戻
り
し
が

人
気
な
く
し
て
叢
草
枯
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　景

　山

　晃

　佑
（
仙
　台
　市
）

よ
く
ぞ
ま
あ
愚
に
も
な
ら
ぬ
を
流
調
に

話
す
女
め
だ
つ
秋
風
わ
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

日
本
列
島
の
災
害
・
被
災
と
ど
ま
ら
ぬ

あ
わ
せ
無
能
女
政
治
家
台
風
連
れ
巻
く

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

忘れずに納税しましょう。

12月25日（水）まで

◆町県民税 第4期
◆固定資産税 第4期
◆介護保険料 第6期

～ 町中央公民館図書館
　   所蔵数 8,845冊 ～

山形県立図書館との
相互貸借は お休み中です

　小学生のための楽しいコン
ピューター入門本。しかけを
めくればコンピューターのこ
とがよくわかる。コンピュー
ターに命令を出すプログラム
の作り方が学べます。

な
る
ほ
ど
わ
か
っ
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ロ
ー
ジ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
／
著

　｢むらさきのスカートの女｣
と呼ばれる女性が気になって
仕方のない〈わたし〉は、彼
女と「ともだち」になるため
に、自分と同じ職場で彼女が
働きだすよう誘導する。

む
ら
さ
き
の
ス
カ
ー
ト
の
女

今
村

　夏
子
／
著

俳

　句

新
米
を
供
ふ
神
仏
湯
気
の
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

新
米
を
八
〇
二
〇
で
確
か
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

煌
さ
ん
と
十
五
夜
仰
ぐ
院
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

燈
下
親
し
喜
寿
に
ス
マ
ホ
を
習
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

息
を
飲
み
眉
書
く
女
菊
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

冬
近
し
友
の
逝
き
た
り
仕
事
終
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

テ
レ
ビ
で
は
早
く
も
、
飛
来
し
冬
の
使
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光
　生
　園
）

古
道
行
け
ば
石
の
窪
み
や
末
の
秋

　
　
　
　
　
　ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ

　
　井

　上

　淳

　子
（
ロ
ー
マ
市
）

秋
高
や
そ
り
反
り
た
る
ピ
サ
の
塔

　
　
　
　
　
　ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ

　
　井

　上

　
　
　笑
（
ロ
ー
マ
市
）

日
々
追
ふ
て
梢
に
透
る
野
分
か
な

　
　
　
　
　
　ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ

　
　山

　根

　
　
　緑
（
ロ
ー
マ
市
）

　当
季
三
つ
物
（
連
句
）

千
の
風
な
り
し
我
が
友
惜
し
む
秋

　行
く
手
の
野
路
に
ゆ
れ
る
穂
芒

し
た
ふ
か
に
鶪
鳴
く
日
々
の
続
く
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　
　
　
　
　井

　上

　玲

　虹
（

　野

　）

　付
合
句

糸
瓜
忌
や
病
床
百
句
を
思
い
立
ち  

大

　沼

　寿

　生
（
山
形
市
）

　伊
予
も
出
羽
も
秋
の
墨
客

　
　
　井

　上

　玲

　虹
（

　野

　）  

みどり豊かな森林環境づくり推進事業報告
　山形県内の市町村が、地域の課題に沿って作成している里山再生アクションプランに基づいた

森づくり活動に対して、 支援するのが「みどり豊かな森林環境づくり推進事業」です。

　▼対　象／
　　①豊かな森づくり活動　　　　②自然環境保全活動

　　③森や自然とのふれあい活動　④木に親しむ環境づくり

　▼舟形町での活動事例／
　　　地域住民や小中学生が主体となって、

　　県産木材に触れ合う活動や町内の森林

　　保全の活動を行なっています。 

　▼今年度の取り組み事業／ 
　　・舟形中学校でベンチ２０基製作 

　　・最上地域森の感謝祭２０１９

　　・長尾町内会との協働による

　　　｢念仏の松」の保全

　　・薬師の森の自然学習会 

　▼問い合わせ／
　　舟形町農業振興課  ☎（３２）０９４７

最上地域森の感謝祭

ベンチの製作

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉
広
報
１０
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
鳴
く
」
と
あ
り

　ま
し
た
が
正
し
く
は
「
泣
く
」
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ほ
ろ
ほ
ろ
」
な
く
は
な
ん
の
虫
い
と
さ
ぶ
し

逝
く
友
の
泣
く
声
か
三
夜
た
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

　県立図書館は２月上旬まで改修
工事のため休館となっています。
　ご協力をお願いします。

小学校４年の部
優秀賞　津藤　倫仁

　　　　木島　幸紀

特別賞　大場　吾朗

　　　　津藤　哲仁

　　　　沼澤　大翔

　　　　斉藤　希歩

　　　　三原　想菜

　　　　森　　心愛

小学校６年の部
優秀賞　石川晋乃介

　　　　豊岡　凌平

特別賞　井上　　華

　　　　佐藤　結芽

　　　　沼澤　茉愛

　　　　石川　阿漣

　　　　工藤　礼梛

　　　　庄司　采永

　　　　八鍬　希羽

ふながた家族新聞コンクール

○小学校  平面の部
小学校長会賞「裁縫をする私」　　５年  越前　一花

ＰＴＡ協議会長賞「ゴーヤを発見！」４年  渡辺　　蓮

奨励賞「星になった、よだか」　　６年  伊藤　直歩

　　　「紅く舞うきつねたち～雪わたりを読んで～」

　　　　　　　　　　　　　　　　６年  沼澤　茉愛

　　　「海にいるきれいなくらげ」２年  大場すみれ

　　　「大きな魚をおい出したぞ、やったあ！」

　　　　　　　　　　　　　　　　２年  日渡　　凛

佳作　「本を読む自分」　　　　　５年  浅沼　恵太

　　　「水を飲もうとするぼく」　５年  信夫　一輝

　　　「習字を書く私」　　　　　５年  星川恵美香

　　　「大きくなったゴーヤ」　　４年  髙橋　泉吹

　　　「ひょうたんの観察」　　　４年  髙橋　彩歌

　　　「ヘラクレスオオカブトの通る道」

　　　　　　　　　　　　　　　　３年  髙橋　歩夢

　　　「小さなかしこい魚を見つけて、そっくりだよ！」

　　　　　　　　　　　　　　　　２年  沼澤　柚月

○小学校  立体の部
佳作　「釣りをしているぼく」　　６年  石川晋乃介

○中学校  平面の部
近岡善次郎賞（最高賞）「窓を開けたら」

　　　　　　　　　　　　　３年  斎藤真里亜

中学校長会賞「喜た道」　　３年  早坂　凜都

中文連会長賞「私の絵空事」２年  髙橋　彩織

奨励賞「自画像」　　　　　１年  植松　　遥

　　　「自画像」　　　　　１年  叶内　愛華

佳作　「届け！！！」　　　３年  沼澤　佑実

　　　「日々」　　　　　　３年  森　　花音

　　　「思い出のパズル」　２年  伊藤花寿那

　　　「shape」　　　　　 ２年  大場わかな

　　　「目」　　　　　　　２年  信夫　貴輝

　　　「自画像」　　　　　１年  鍛冶　実里

　　　「自画像」　　　　　１年  佐藤　　要

○中学校  立体の部
佳作　「ノスフェル」　　　１年  八鍬　瑛哉

第71回最上学童展 入賞おめでとう！

小学校５年の部
優秀賞　飯野　　倖

　　　　高橋　千桜

特別賞　植松　悠生

　　　　　山　景瑚

　　　　加藤　登生

　　　　野尻　紗愛

　　　　斎藤　榛人

　　　　佐藤　春希

　　　　加藤　日胡
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『ぽっぽ舎通信』は舟形駅にある「観光物産センターめがみ」からイベント情報等を毎月発信するコーナーです。

舟形若あゆ温泉よりお知らせ 観光物産センターめがみよりお知らせ舟形若あゆ温泉よりお知らせ 観光物産センターめがみよりお知らせ

… 舟形駅に手作りパン屋さんが来る日

… 舟形駅のソフトクリームお休みの日
… 若あゆ温泉無料バス運行日

【火曜日】午後0時20分～0時40分【水曜日】午前11時～11時15分

PM 休

●問い合わせ：舟形駅（舟形町観光物産センターめがみ）☎（32）3302（営業時間 午前8時30分～午後5時）

月
予
定
表

日 月 火 水 木 金 土
パッチ
ワーク

パッチ
ワーク

年末年始も
　　 休まず営業します。

12

大好評のタピオカ！
毎月新しい味に変わります☆

12月７日（土）午前11時～11時30分
舟形町観光物産センター
　  サポーター「めがみちゃん」就任式

♡クリスマス
　タピオカ 420円

12月は
クリスマスフレーバー♪

年末年始休業のお知らせ
舟形町観光物産センターめがみ
では、１月１日～３日の間ＪＲ
窓口・食堂・物販を休業します。
１月４日から通常営業になりま
す。

山形新幹線新庄延伸20周年を記念して、めがみちゃんのゆるキャラ
トレカを配布開始します！30分間限定ですのでお早めに！
会場：舟形町観光物産センターめがみ
問い合わせ：（32）3302

※ソフト・タピオカは12月26日（木）まで、
　そば・うどんは12月28日（土）までです。

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

10月２日～11月１日届出分

○掲載を希望される方は、届け出の

　際に申し出ください。

◆現在の職業は？ ……………
◆自分を一言で言うと？ ……
◆夢は？ ………………………
◆趣味は？ ……………………
◆舟形町の良いところは？ …
◆１０年後の舟形町は？ ……

◆尊敬する人 …………………
◆成人式を終えて一言 ………

大学生
温厚
小学校の先生
絵を描くこと､ 読書､ アカペラサークル
自然豊かで、人が温かいところ
地域の魅力を大切に、愛着のある住み
よい町のままであってほしい
家族
たくさんの人と関わり､自分の心を耕しな
がら､丁寧な生き方をしたいと思います。

豊 岡　紗 奈さん（長者原）
男

女

計

世帯

人口と世帯

：2,554人
：2,699人
：5,253人
：1,858世帯

（-12）
（-10）
（-22）
（-3）

（  ）は前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,216人
女性　2,377人 計4,593人

（9/2現在）

10
31

住民税務課  No.415

さ な

長沢第１

経　壇　原

大　　平

舟形第４

富田第１

西　　又

えんじゅ荘

ほ　な　み

大場　和夫　８３歳（和司）

叶内万左男　９５歳（金哉）

伊藤ハルエ　９８歳（司）

沼澤　昇三　８０歳（喜子）

石山　元之　７０歳（恵美子）

佐藤　寛司　８９歳（浩子）

沼澤　綾子　９１歳（本人）

髙橋美代子　９０歳（本人）

◆□おくやみ申し上げます（世帯主）

① スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。

② 車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。

③ 急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作を避ける。

④ 視界不良時は、前方をよく見て早めに徐行する。

⑤ 危険がいっぱい。追い越しはしない。　

☆運動の重点☆
　・飲酒運転の撲滅
　・ブラックアイスや積雪路面でのスリップ事故防止
　・夕方、夜間の横断歩行者事故の防止

飲酒運転を
  しない
　 させない
　　 許さない

飲酒運転撲滅･冬道の交通事故防止強化旬間飲酒運転撲滅･冬道の交通事故防止強化旬間
実施期間：12月11日（水）～20日（金）

令和元年度

冬道の安全運転５則

（　 　）舟形第３ 髙橋　優志 智  彰
由  佳

（ 　 　）富田第１ 青木　麗珠 一  馬
真  理

り ず

ゆう し

（梅津）北斗
　沼澤　和香奈

鮭川村

一の関

◆□ご結婚おめでとう

◆□お誕生おめでとうございます

成人式を迎えました！成人式を迎えました！

camera 
 angle

camera 
 angle

　郷土料理や減塩料理、さらに「日本一の給食食育推進事業」で
提供されている料理を紹介し、食を通した健康づくりと食事の
大切さを発信します。ぜひ家庭でも試してみてください。
　今月は舟友祭でもふるまわれたメニューです。

【作り方】
① 里芋の皮をむき適当な大きさに切り、ちぎったこんにゃくと一緒に
　 ゆであげ臭みを取る。
② ごぼうはささがきにし、あく抜きをしておく。
③ 鍋に出汁を入れ、白菜や野菜等を煮込む。
④ マッシュルーム･しめじと合鴨ロースのスライスを加え､味を調える。
⑤ 柔らかくゆでた里芋５～６個をつぶし、小麦粉、出汁を混ぜあわせ
　 て、ひっつみを作る。（ラップに包んで冷蔵庫に５～６分保存）
⑥ ひっつみをちぎり、指でのばして鍋に入れ火を通す。
⑦ ねぎを切り鍋に散らす。

里芋
ごぼう
白菜
大根、にんじん等
こんにゃく
マッシュルーム
しめじ
ねぎ
合鴨ロース
小麦粉
出汁

10個
１/2本
２～３枚
適量

１/2枚
5～6個
適量
適量
100ｇ
100ｇ

50～60ｇ

食べる力は生きる力食べる力は生きる力食べる力は生きる力

舟形芋煮
　  合鴨風味仕立て

食べる力は生きる力

下処理をしっかりし
、

　くさみのない味
に

ワンポイ
ント！
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～12月の主な行事予定～

ふ
な
が
た

　先
日
第
２０
回
山
形
ふ
る
さ
と

C
M
大
賞
の
収
録
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
作
品
も
多
く
の

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
演
、
協

力
し
て
い
た
だ
き
完
成
し
た
も
の

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　な
お
、
実
際
の
C
M
や
結
果
は
、

１２
月
2
日
㈪
午
後
7
時
か
ら
山
形

テ
レ
ビ
で
放
送
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　 （
な
お
）

冬季消防ポンプ性能検査
人権なんでも相談（保健センター）
新入生保護者説明会（舟形中学校）
ほほえみ保育園発表会（ほほえみ保育園）
明るいふながた年末地域安全運動
　　　　　　　　　　　　（中央公民館）
交通安全町民集会（中央公民館）

１日
３日
４日
７日
13日

広
報

　幅
町
内
会
で
は
、
い
つ
ま
で
も
元

気
な
地
区
を
目
指
し
、
草
刈
り
や
花

壇
整
備
な
ど
の
共
同
作
業
、
ま
つ
り

や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
活
動
の
ほ

か
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
え
び
す
会
）
の

活
動
を
活
発
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
共
同
作
業
や
総
会
後
に
行
な

っ
て
い
る
懇
親
会
も
、
明
る
く
仲
の

良
い
団
結
力
の
あ
る
町
内
会
に
つ
な

が
る
大
切
な
行
事
の
一
つ
で
す
。

　こ
れ
ら
の
様
々
な
活
動
が
行
え
る

の
も
、
町
内
会
役
員
を
は
じ
め
地
域

の
み
な
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

　こ
れ
か
ら
は
、
び
じ
ょ
ん
に
も
あ

る
と
お
り
、
元
気
な
地
域
を
目
標
に
、

活
動
の
維
持
活
発
化
を
図
り
、
雪
を

克
服
で
き
る
よ
う
な
町
内
会
を
目
指

し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
で
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幅町内会長
阿部  太悦 さん

私たちの町内会私たちの町内会私たちの町内会
シリーズ

町
内
会
長
さ
ん
に
聞
い
た
！

　
　
　
　 こ
ん
な
町
内
会

｢幅｣町内会
　地域の「困りごと」や「目標」、「でき
ること」を話し合う町内会ワークショップ
を開催し、「町内会びじょん」を作成し
ました。
　このシリーズでは、みなさんで作り
上げた「町内会びじょん」を広く共有
するとともに、町内会の魅力をお伝えし
ます。

 

 

 


